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北陸新幹線の建設計画が予定されている「中池見湿地」 

に関する国定公園の保護についての要望書 
 

 

福井県敦賀市の「中池見湿地」はその湿地の希少性と豊かな生物多様性により、今年 7月に世界的な保護

区であるラムサール条約の登録湿地として認定されました。また、それに先立って 2011年 12月に越前加賀

海岸国定公園に編入され法的にも保全されています。しかし、今年 6月に認可された北陸新幹線の新たな計

画路線図が 8月に公表され、条約登録湿地内を路線が貫通する計画であることが明らかとなりました（別添

資料１）。本計画を実行することは湿地の保全にとって以下のような重大な影響を及ぼしかねません。 

 

① ラムサール条約登録湿地は、世界的にも学術上・保全上重要な湿地であり、将来にわたって永続的に保

全管理していくことを世界に約束した国際的な保護地域である。条約登録範囲に新幹線を建設する計画

自体が、国際的な信用を失墜させるだけでなく他の条約登録湿地の保全の在り方にも大きな影響を及ぼ

しかねない重大な事項である。 

 

② 「中池見湿地」は 10万年もの歴史をもつ泥炭層を有する特異な湿地である。この湿地の形成には湿地周

囲を山々が囲む「袋状埋積谷」という特殊な地形が重要である。今回明らかとなった路線計画はこの山々

を貫通するものであり、水系や地下水脈など水環境の変化が生じればこの湿地全体の自然環境とその維

持機構に影響を及ぼしかねない。なお、過去に行われた環境影響評価の調査・評価手法はまったく不十

分であるうえに、さらに今年明らかとなった計画路線はその際の計画よりもさらに湿地の内側に変更さ

れている。 

 

③ 路線の建設が予定されている「後谷（うしろだに。地元では「おしゃたん」と呼ばれる）」はミズトラノ

オなどの絶滅危惧種 10種をはじめとした希少種が集中して分布している場所であり、全国的にもヘイケ

ボタルが最も多くみられるなど、中池見全体からみても生物多様性の保全上たいへん重要なホットスポ

ットである（資料２）。現行の計画では後谷は完全に破壊されてしまう。 

 

以上のことから、私たち 2団体は以下のことを強く要望します。 

 

・ 世界的な保護地域であるラムサール条約にも登録され越前加賀海岸国定公園第二種特別地

域に指定されている「中池見湿地」について、その景観と生物多様性を含む自然環境を厳

正に保護すること。 

 


